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社会福祉法人いちいの会 平成２７年度事業報告書 

 

１．法人の概況 

(1) 主要な経営指標等の推移                     

 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 

サービス活動収益      （百万円） ４１８ ４１５ ４３５ ４８０ 

サービス活動増減差額     （同上） ５３ ４２ １２ ４４ 

当期活動増減差額      （同上） ５９ ４６ －２５ ４５ 

修繕費前事業活動資金収支差額（同上） － ５２ ２３ ７９ 

純資産           （同上）  ６９６ ７３０ ７３９ ７７８ 

総資産           （同上） ８０２ ８１７ ８３２ ８５７ 

くすのき

苑 

入所者数    （人／日） ５２ ５０ ４８ ４８ 

短期入所者数  （同上） ５.７ ５.２ ４.６ ５.３ 

グループホーム 入所者数（同上) １９ ２０ ２４ ２４ 

ワークショップ 利用者数（同上) ２１ ２２ ２５ ２７ 

のだネット 相談件数 (件／年) ９,３３３ １０,０７６ ８,９７８ １１,０２４ 

相談支援センター 相談件数（同上) ４ ８６ １３７ ９４ 

期末職員数          （人） ７８ ８０ ８５ ７８ 

（注）平成２４年度・２５年度の金額は、比較のために必要な調整を加えています。 

 

(2) 事業の内容 

事業所 区分 事業内容 定員 

くすのき苑 １種 障害者支援施設（施設入所支援・生活介護） ５０人 

２種 指定障害福祉サービス事業（短期入所） ８人 

２種 千葉県障害児等療育支援事業（受託）  

公益 地域生活支援事業 日中一時支援事業（受託） ５人 

ワークショップ

くすのき 

２種 指定障害福祉サービス事業 指定生活介護事業 

２事業所 

 

３０人 

グループホーム

かえで 

２種 指定障害福祉サービス事業（共同生活援助）         

５ホーム 

 

２４人 

のだネット ２種 中核地域生活支援センター事業（受託）  

２種 障害者グループホーム等支援事業（受託）  

相談支援 

センター 

いちいの木 

２種 指定一般相談支援事業（地域移行支援・地域定着支援）  

２種 野田市指定特定相談支援事業 特定相談支援事業 

障害児相談支援事業 

 

２種 障害児通所支援事業 保育所等訪問支援事業（受託）  
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(3) 組織・役職員の状況 

平成２７年度末の組織及び主な役職員は、別表１及び２のとおりです。 

 

(4) 職員の状況（平成２８年３月末現在） 

  （注）カッコ内は兼務職員数。 

 

２．事業の状況 

(1) 業績等の概要 

社会福祉法人をとりまく経済環境は、事業コストの上昇要因が目立つ一方で、サービス活動収

益の大半を占める自立支援給付費等は総じて頭打ちの状況にあり、厳しさが増しています。処遇

改善加算による収入増については、当法人ではそのまま期末一時金として職員に支給しているた

め、収支改善に直接は寄与しませんが、処遇改善・人材確保には寄与しています。 

このような状況の中、当法人としては、「利用者一人ひとりの人権尊重のもとに、生活の自立と

社会参加のための多様な支援を推進すると共に、その施設機能を広く地域に開放し、地域福祉へ

の貢献を目指す」との設立理念にもとづき、支援サービスの充実に努めてまいりました。 

また、仕事の内容と給与のアンバランスの解消及び重大な支障の回避のため給与制度の改正に

踏み切るとともに諸規程の改正を行いました。 

 

(2) 拠点区分別の概況 

ａ. くすのき苑 

・ 知的障害者等を対象として、施設入所支援事業（年度利用実績延１６，０４７日）、生活介護事業

（同延１３，１９１日）、短期入所事業（同延１，９２７日）、日中一時支援事業（同延８０８日）、千葉県

障害児等療育支援事業（同７７件）を行っています。 

・ 施設入所支援については１寮と２寮のそれぞれの特性に応じて支援を行い、生活介護につい

ては利用者の状況に合わせて３つの作業班に分けて支援を行っています。 

・ 理学療法士によるリハビリの指導や強度行動障害等の外部研修の受講などを通じて、支援スキ

ルの向上と現場の職員への展開を図っています。 

・ 平成２７年１１月に不適切な支援が行われため、再発防止に向けて情報の共有、研修の強化、関

係者の処分などを進めています。また、確認及び報告に時間を要したことから、今後は問題が直

ちに報告され対応されるよう、規則の改正や要綱の制定、目安箱の設置を予定しています。 

人数 
法人全体 

 

くすのき 

苑 

グループ 

ホーム 

ワーク 

ショップ 

のだ 

ネット 

相談支援

センター 

正職員 男 １５ １１ １（１） ２（１） ０ １（１） 

女 ２１ １４ （１） ４ ３ （１） 

準職員 

(常勤) 

男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

女 ３ ２ ０ １ ０ ０ 

準職員 

(非常勤) 

男 １ ０ １ ０ ０ ０ 

女 ３８ ９ ２３ ３ ２ １ 

合 計 ７８ ３６ ２５（２） １０（１） ５ ２（２） 
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・ 平成２８年２月に屋上改修防水工事が完工しました。 

  ｂ. ワークショップ 

・ 地元企業からの受注作業や革細工品等の生産などの生活介護の事業を行っています（年度利

用実績延６,１３９日）。生産品の販売会も開催しています（年度実績２６回）。 

・ 作業の受注や生産品の販売から得た収入をもとに工賃（総額１,３７５千円）を支給し、地域の中

での大人としての生活スキルの向上のためにも役立てています。 

ｃ. グループホーム 

・ グループホームへの入居者を対象とする共同生活援助事業を行っています（年度利用実績延

８,４３７日）。入居者の特性に応じた支援を図っています。 

・ 生活の幅と質の向上のために、地域に出る工夫や自治会行事への参加なども積極的に行って

います。 

ｄ. のだネット 

・ 千葉県から中核地域生活支援センター事業を受託し、地域生活で困っている人たちの相談に２

４時間体制で応じています（年度利用実績１１,０２４件）。 

・ 千葉県から受託し、障害者グループホーム等支援事業を行っています。 

・ ふれあい地域生活支援センターの活動（年度実績４４７件）、地域活動への参加（年度実績８０

件）や、講演会の主催（年度実績２４回）も行っています。 

 ・ 千葉県地域生活定着支援センターからケースの紹介を受けることや、パーソナルサポートセンタ

ーへ必要な助言を提供することなどを通じて、関係諸団体との連携も図っています。 

ｅ. 相談支援センター 

 ・ 指定特定・一般・障害児相談などの相談支援事業として、サービス等利用計画書の作成を中心

に、利用者のニーズに合った福祉サービスを行っています（年度利用実績９４件）。 

・ 特別支援教育士や相談支援専門員による専門性の高い丁寧な支援を行うとともに、近隣の保育

所、学校、施設職員、保護者を対象に研修会も主宰しています（年間実績７回）。 

 

(3) 人材の育成と充実 

・当法人の業務の円滑かつ適切な遂行のためには、良質な人材の確保と育成が不可欠であるとの

考え方にもとづき、ＯＪＴ（日常業務を通じた職員の教育・訓練）に加えて、日本知的障害者福祉

協会や千葉県知的障害者福祉協会など関係諸団体の主催する各種の研修に役職員を積極的に

参加させることにより、役職員のナレッジとスキルの向上を図っています。 

 ＜年度外部研修参加実績（延回数）＞ 法人本部１、くすのき苑 ６６、ワークショップ ２４、 

グループホーム ２６、のだネット ２５、相談支援センター ３、合計 １４５ 

 

(4) 経営成績と財政状態の分析 

ａ. サービス活動収益及びサービス活動増減差額 

・当年度のサービス活動収益は、前年度に比べて４５百万円増（前年比１０％増）の４８０百万

円となりました。 

・一方、サービス活動費用は、人件費の１２百万円増、事務費の６百万減などの結果、１２百

万円増（前年比３％増）の４３５百万円となりました。 

・その結果、サービス活動増減差額は、３２百万円増の４４百万円となりました。 
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ｂ. サービス活動外増減差額及び経常増減差額 

・サービス活動外増減差額は、前年度横這いの１百万円となりました。 

・その結果、経常増減差額は、３２百万円増の４５百万円となりました。 

ｃ. 特別増減差額及び当期活動増減差額 

・特別増減差額は、前年度は新会計基準への移行に伴う国庫補助金の会計処理の修正による

特別損失３８百万円により－３８百万円となりましたが、本年度はこれがなくなり０百万円と

なりました。 

・その結果、当期活動増減差額は、７０百万円増の４５百万円となりました。 

ｄ. 総資産及び純資産 

 ・総資産は、前年度に比べて２５百万円増（前期比３％増）の８５７百万円となりました。 

 ・純資産は、前年度に比べて３８百万円増（前期比５％増）の７７８百万円となりました。 

ｅ. 資金 

 ・固定資産取得支出７百万円は、すべて自己資金（事業活動資金収支差額６０百万円など）に

より調達しました。 

 ・修繕費前事業活動資金収支差額は、前年度に比べて５６百万円増の７９百万円となりました。 

  

(5) 対処すべき課題と事業等のリスク 

 ａ. 法人本部体制の整備と社会福祉法人改革への対応 

  ・理事会・評議員会で手続き漏れがあり再発防止のため業務マニュアルを制定しています。

当法人の業務を適法・的確に遂行し、法令等順守・リスク管理を徹底するためには、法人

本部体制の整備・充実が急務となっています。また、社会福祉法等改正法案が３月末に公

布され、４月１日以降段階的に施行されることとなりました。この法案の施行に応じて、

当法人としてもガバナンス体制など種々の側面での見直し・対応が必要となります。 

ｂ. 業績改善のための対応 

  ・当年度は改修工事の翌期へのずれ込みや職員の欠員の発生などの要因もあって一定の業績

をあげることができましたが、今後は、自立支援給付費などサービス活動収益の伸び以上

に、人件費・事業費・業務費などサービス活動費用が増加して、業績が悪化するおそれが

あります。 

・一方、設備投資等への対応のための資金需要は旺盛なものが見込まれており、業績の確保・

改善が望まれます。そのためには、サービス活動収益の増加・サービス活動費用の削減に

加えて、一層の業務効率化が必要となります。 

ｃ. 設備投資等の対応 

 ・くすのき苑においては、屋内の改修工事が残っているほか、支援スペースの拡大のための

増築が必要となっています。 

 ・ワークショップくすのきにおいては、利用者の増加により、作業場所の確保が必要となり、

その他の事業所の改修や各種の固定資産の取得も必要となります。 

ｄ.支援サービスの質の向上 

・利用者の加齢、身体機能低下、行動障害の症状などの問題に適切に対処するため、また、

事故や不適切支援の防止のために、支援スキルの向上、支援プログラムの開発、研修の実

施、設備の充実、健康・安全管理の徹底が必要となっています。 
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６．設備の状況 

(1) 設備投資等の概要 

  当年度における設備投資額（固定資産取得支出）は７百万円であり、エアコン・車両などの

購入に関するものです。また、設備改修のための修繕費は１９百万円であり、主としてくすの

き苑屋上改修工事に関するものです。 

 

(2) 主要な設備等の状況 

名称 所在地 延床面積（㎡） 

くすのき苑 野田市木間ケ瀬３１２１ １,８６９ 

ワークショップ 1号館 野田市木間ケ瀬４０１１－５ １６７ 

ワークショップ２号館 野田市木間ケ瀬４０１５－１ ８３ 

グループホームかえで 野田市木間ケ瀬４０１１－５ １６７ 

グループホームしいのき 野田市中里２５２－１４ ９７ 

グループホームけやき 野田市谷津１１５２－３ １１８ 

グループホームポプラ 野田市木間ケ瀬６１３－１４ １９２ 

グループホームゆりの木 野田市木間ケ瀬３１６２ ２６７ 

のだネット 野田市尾崎８４０－３２ ３６ 

相談支援センター 野田市木間ケ瀬３１６８ １２７ 

    

７．コーポレート・ガバナンスの状況 

当法人のガバナンスを担う理事会、評議員会、監事、並びに経営会議その他の主な会議等の状

況は次のとおりです。 

(1) 理事会は、理事７名で組織され、当法人の重要な業務の決定を行います。 

当年度は６回開催しています。 

(2) 評議員会は、評議員１５名で組織され、予算・決算などの重要事項について審議します。当年

度は４回開催しています。 

(3) 監事は２名で、理事会・評議員会に出席し、業務の執行状況及び財産の状況を監査します。 

(4) 経営会議は、理事・評議員若干名で構成され、理事長の諮問機関として当法人の経営上重要

事項について審議します。当年度は１２回開催しています。 

(5) 運営会議は、理事長、総合施設長、役付きの職員等で組織され、事業の運営に関する日常の

重要事項を審議します。当年度は１４回開催しています。 

(6) 全体会は、全職員で構成し、法人の事業運営方針等の報告や各種の連絡・調整を行います。

当年度は２回開催しています。 

(7) 人事委員会は、理事長の諮問機関として、人事に関する事項を審議します。当年度は２回開

催しています。 

(8) 当法人の財務諸表等は、税理士法人栄光パートナーズの指導のもとに作成しています。 

以上 
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【別表１】 社会福祉法人いちいの会組織図          【平成２８年３月３１日現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）第一種社会福祉事業 

（注２）第二種社会福祉事業（障害福祉サービス事業） 

（注３）第二種社会福祉事業（受託事業） 

（注４）第二種社会福祉事業（相談支援事業） 

（注５）公益事業 

グループホームかえで 

・指定共同生活援助事業（注２） 

グループホームかえで 

グループホームしいのき 

グループホームけやき 

グループホームポプラ 

グループホームゆりの木 

評議員会 

理事会 

経営会議 

総合 

施設長 

ワークショップくすのき 

・指定生活介護事業（注２） 

  １号館 

  ２号館 

のだネット 

・中核地域生活支援センター 

（注３） 

・障害者グループホーム等支援 

事業（注３） 

監事 

全体会 

人事委員会 

くすのき苑 

・障害者支援施設（注１） 

・短期入所事業（注２） 

・千葉県障害児等療育支援 

事業（注３） 

・日中一時支援事業（注５） 

相談支援センターいちいの木 

・指定一般相談支援事業（注４） 

・野田市指定特定相談支援事業 

（注４） 

・障害児通所支援事業（注３） 

運営会議 

理事長 
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【別表２】 社会福祉法人いちいの会 役職員等一覧        【平成２８年３月３１日現在】 

＜役員等＞ 

組織 役職 氏名 

社会福祉法人いちいの会 理事・評議員・理事長 

理事・評議員・副理事長 

理事・評議員・総合施設長 

理事・評議員 

理事・評議員 

理事・評議員 

理事・評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

評議員 

監事 

監事 

児嶋 政明 

山内 幹雄 

清本 健二郎 

望月 雅文 

斉藤 伸一 

大野 祐子 

鈴木 美由紀 

肥田 興造 

幸松 昭二 

相馬 伸男 

岩井 勝治 

手塚 正宏 

中村 れい子 

鈴木 良造 

鐘ヶ江 二美 

染谷 信一 

江村 定康 

 

＜職員＞ 

（注）兼会計責任者・固定資産管理責任者 

 

＜参考＞ 

 組織 役職 氏名 

いちいの会 家族会 会長 鈴木 良造 

いちいの会 後援会 会長 肥田 興造 

 

組織 役職 氏名 

障害者支援施設 くすのき苑 施設長兼管理者（注） 

支援課長兼サービス管理責任者兼内部監査人   

清本 健二郎 

大谷 篤司 

指定生活介護事業所 

ワークショップくすのき 

施設長兼管理者 

支援課長兼サービス管理責任者 

清本 健二郎 

戸邊 泰介 

一体型指定共同生活援助事業所 

グループホームかえで 

施設長兼管理者 

支援係長兼サービス管理責任者 

清本 健二郎 

佐々木 健志 

のだネット 地域総合コーディネーター 金城 和子 

相談支援センター いちいの木 センター長兼管理者 菊田 賢一 


